
 

 （令和６年７月１８日）  部 等 名 県土整備部 

  件 
  
名 

 
   令和５年度山梨県公営企業会計（流域下水道事業）決算概要について（報告） 

経 

 

緯 

１ 地方公営企業法第３０条第１項の規定に基づき、令和５年度の流域下水道事業の決算 

を調製し、令和６年５月３１日、知事に提出。 

 

２ 本決算は、監査委員の審査を受けた後、定例県議会の認定に付される。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 内 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 容 

  流域下水道事業の決算の概要は、次のとおりである。 
 

１ 業務実績 

   富士北麓、峡東、釜無川及び桂川流域下水道の事業を運営するとともに、これらの施 

  設の維持管理事業及び建設改良事業を行った。 

（単位：㎥） 

 

２ 損益状況 

令和５年度は 2,225千円の純損失が生じた。 

今後も引き続き、施設の運営や維持管理について、費用の縮減や効率的な事業の執 

  行に努めることで、経常的な利益の確保を目指す。 

（単位：円） 

・純損失が生じた理由は、見込み以上の減価償却費の増による。 

・利益積立金 1,095 千円を補填し、未処理欠損金は 1,130 千円となった。 

 

（主な収入） 

   市町村維持管理負担金 2,872 百万円、他会計負担金等 1,367 百万円、 

長期前受金戻入 3,370 百万円 

（主な支出） 

   業務費（維持管理業務委託料等）2,885 百万円、減価償却費 4,581 百万円 
 
 

区 分 令和５年度 令和４年度 比較（R5/R4） 

年間総処理水量 40,568,062 39,882,281 
101.7％ 

１日平均総処理水量 111,145 109,267 

区 分 令和５年度 令和４年度 比較（R5-R4） 

収益的収支 

収入 7,625,632,211 8,234,286,472 △ 608,654,261 

支出 7,627,857,383 7,837,330,494 △ 209,473,111 

差引 △ 2,225,172 396,955,978 △ 399,181,150 

（お問合せ先：県土整備部治水課下水道室長 金子 内線７５５０ 
 直通０５５－２２３－１７２５） 

 


